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端
午
の
節
句 

   

五
月
五
日
は
、「
こ
ど
も
の
日
」
で
す
。
国

民
の
祝
日
で
あ
り
「
こ
ど
も
の
人
格
を
重
ん
じ
、

こ
ど
も
の
幸
福
を
は
か
る
と
と
も
に
、
母
に
感
謝
す

る
。
」
た
め
の
祝
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
日

は
元
々
、
五
節
句
の
中
の
一
つ
「
端
午
（
た
ん
ご
）

の
節
句
」
の
祝
日
で
あ
り
、
こ
の
日
に
は
、
古

来
よ
り
武
者
の
人
形
を
飾
り
、
菖
蒲
や
ち
ま
き

や
柏
餅
を
お
供
え
し
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
る

成
長
を
お
祈
り
す
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

外
に
は
、
「
鯉
」
が
滝
を
登
り
切
っ
て
「
竜
」

に
な
っ
た
と
い
う
故
事
か
ら
、
「
立
身
出
世
」

を
願
っ
て
、
鯉
の
ぼ
り
を
あ
げ
る
風
習
も
あ
り

ま
す
。
子
は
一
家
の
宝
、
国
の
宝
で
す
。
子
の

成
長
を
祈
る
風
習
は
、
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し

た
い
で
す
ね
。 

 

浦
幌
神
社
の
鯉
の
ぼ
り 

         

去
る
四
月
二
十
七
日
、
毎
年
恒
例
の
鯉
の
ぼ

り
が
境
内
に
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
平
成
二
十
七
年
よ
り
続
け
て
い
る
行
事
で

す
。
今
で
は
住
宅
や
近
所
と
の
事
情
に
よ
り
、

鯉
の
ぼ
り
を
あ
げ
る
家
が
少
な
く
な
っ
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、
地
元
は
も
と
よ
り
町
外
か
ら

も
元
気
な
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
に
き
て
く
れ

ま
す
。
五
月
五
日
の
夕
方
ま
で
あ
げ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
、
お
子
様
、
お
孫
様
と
ご
一

緒
に
お
参
り
が
て
ら
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
ご
自
宅
に
眠
っ
て
い
る
鯉
の
ぼ
り
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
当
社
へ
ご
奉
納
く
だ
さ
い
。
代

わ
り
に
毎
年
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

浦
幌
神
社
春
季
祭
の
ご
案
内 

本
年
も
浦
幌
神
社
春
季
祭
を
左
記
の
通
り

斎
行
致
し
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
繁
栄
と
氏

子
皆
様
の
安
寧
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
式

典
で
は
、
浦
幌
神
社
神
楽
舞
月
姫
会
に
よ
る
神

楽
舞
の
奉
納
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
四
年
ぶ

り
に
子
供
向
け
の
余
興
も
開
催
致
し
ま
す
。 

ご
家
族
お
揃
い
で
の
ご
参
列
を
お
待
ち
致
し

て
お
り
ま
す
。 

日
時 

五
月
二
十
日
（
土
） 

●
余 

興 

午
後
四
時
～
五
時 

 

餅
ま
き
・
お
菓
子
ま
き 

神
社
○×

ク
イ
ズ 

※
境
内
で
開
催
、
雨
天
時
は
社
殿 

●
式 

典 

午
後
五
時
三
十
分 

●
神
楽
舞 

午
後
六
時
よ
り 
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乳
神
神
社
春
季
祭
の
ご
案
内 

乳
神
神
社
春
季
祭
を
左
記
の
通
り
斎
行
致

し
ま
す
。 

日 
時 

令
和
五
年
五
月
二
十
一
日
（
日
） 

受 

付 
午
前
十
時
三
十
分
よ
り 

式 

典 

午
前
十
一
時
よ
り 

ご
神
体
の
鎮
ま
る
ご
本
殿
の
御
扉
を
お
開
き

し
、
各
種
ご
祈
願
を
致
し
ま
す
。 

・
健
康
祈
願 

・
病
気
平
癒
祈
願 

・
子
授
け
祈
願 

・
安
産
祈
願 

・
良
縁
祈
願 

・
そ
の
他
祈
願 

 

※
玉
串
料 

三
千
円
よ
り 

       

乳
神
様
の
お
話 

第
一
話 

「
乳
神
神
社
と
は
？ 

乳
神
様
と
は
？
」 

     

浦
幌
神
社
の
境
内
に
は
、「
乳
神
神
社
」（
ち

ち
が
み
じ
ん
じ
ゃ
）
、
通
称
「
お
っ
ぱ
い
神
社
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
神
社
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に

は
、
乳
神
様
（
ち
ち
が
み
さ
ま
）
と
呼
ば
れ
て

い
る
神
様
が
お
り
ま
す
。
正
式
な
御
神
名
は
、

乳
授
媛
大
神
（
ち
ち
さ
ず
け
ひ
め
の
お
お
か
み
）

と
い
い
ま
す
。
な
ぜ
、
お
っ
ぱ
い
の
神
様
が
浦

幌
神
社
に
？
と
不
思
議
に
思
わ
れ
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
乳
神
様
の
正
体
と
は
、

女
性
の
乳
房
に
似
た
コ
ブ
を
も
つ
ナ
ラ
の
大

木
の
ご
神
木
で
、
乳
神
様
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
ご
神
木
の
一
番
近
く
に
住

ん
で
い
た
菅
原
敏
枝
様
よ
り
ご
奉
納
い
た
だ

い
た
、
題
名
「
記
憶
の
乳
神
様
の
木
」
の
油
絵

（
昭
和
五
十
七
年
奉
納
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
と

解
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
乳
神
様
の
お
姿
を

後
世
に
伝
え
る
唯
一
の
資
料
で
す
。
現
在
、
こ

の
ご
神
木
の
コ
ブ
が
浦
幌
神
社
の
境
内
の
乳

神
神
社
で
お
ま
つ
り
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

お
守
り
の
ご
案
内 

「
交
通
安
全
鐡
馬
御
守
」 

オ
ー
ト
バ
イ
を
運
転
さ
れ
る
方
の
交
通
安

全
の
御
守
り
で
す
。
色
は
「
金
色
」
と
「
銀
色
」

の
二
色
。
濡
れ
て
も
大
丈
夫
、
ビ
ニ
ー
ル
で
包

ん
で
奉
制
し
て
お
り
ま
す
。（
初
穂
料
一
〇
〇
〇
円
） 
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裏 

         

奉納 菅原敏枝様  
「記憶の乳神様の木」  

浦
幌
神
社
行
事
予
定 

五
月
一
日 

 
 

月
次
祭 

五
月
十
五
日 

 

月
次
祭 

五
月
二
十
日 

 

浦
幌
神
社
春
季
祭 

 

五
月
二
十
一
日 

乳
神
神
社
春
季
祭 

発
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社 

社 

務 

所 

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
町
字
東
山
町
十
八
番
地
の
一 

電
話 
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五-

五
七
六-

二
四
四
八 

 

     

 


